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 東方正教受容にみる 時代変容意識と 地域  

論文の要旨  

 個々人の意識や行動が「 地域」 の特性に規定さ れる も のであ る と と ら えた と き 、 時代

が変容し ていく と いう 実感、 も し く は予感を 「 地域」 のなかで見出すこ と は、 「 地域」

と 人々の関係を 検討する 格好の指標と なる 。 本研究は、 いわゆる 「 転換期」 と さ れる 時

代において 、 「 地域」 における 人々の暮ら し の実態のなかでは、 何が時代変容の契機と

意識さ れ、 人々のど のよ う な思考や活動が時代の変容を 表し てき たのかと いう こ と を 、

近世から 近代の連続性のなかで提示し よ う と する も のであ る 。 地域史研究における 作業

概念と し ての「 地域」 は、 そこ がま さ に歴史が生み出さ れる 場所であ る と いう 見通し の

も と 、 既成の時代区分や空間区分の制約を 受けずに設定さ れる 性格のも のであ る 。 本研

究では、 その「 地域」 に生き る 人々が、 「 世界」 を ど のよ う に認識し 、 その上で行われ

たさ ま ざ ま な営為によ っ て 、 「 地域」 がいかに変容し 、 再編さ れていっ たのか、 と いう

こ と について解明する こ と を 目的と し ている 。  

「 地域」 に生き る 人々の「 世界」 、 そし て時代変容意識を 明ら かにする ため、 本研究

では分析の基軸と し て 、 東方正教（ ハリ ス ト ス 正教会） の受容のあ り 方に着目し た 。 幕

末の函館を 窓口と し て流入し た東方正教は、 通称ロ シア正教と も 呼ばれる 。 最初期に洗

礼を 受け 、 伝教を 担っ た旧仙台藩士族を中心と する 人々を 、 本研究では「 士族ハリ ス テ

アニン 」 と 表現する が、 彼ら の活動によ っ て 、 東北各地に教会が成立、 多く の信徒を 得

る に至っ た。 こ の東方正教は、 18 世紀後半から の、 蝦夷地、 環オホーツ ク 海、 その後背

に広がる ロ シアへと 続く 、 北方社会への関心によ っ て形作ら れたつながり を 読み解く 大

き な指標である 。 以上の問題意識と 目的に基づき 、 本研究では以下の内容を示し た。  

 第一章「 個別教会の成立と 展開」 では、 個別教会の形成過程を 、 ひと ・ 金銭収支・ 組

織の三つの視点から 検討し た。 士族ハリ ス テアニン ら が中心と なっ て設立し た教会の多

く は、 藩政期以来の重層的な人間関係が構築さ れている なかに成立し 、 地域の指導者が

藩政期よ り 培っ てき た、 新知識の導入や人材育成の土壌の上で展開し たこ と を 指摘し た

（ 第一節） 。 し かし 教会が成立し たと いっ ても 、 会堂を正教の祈り の場に相応し い環境

にする には時間と 困難がと も なっ た。 そのなかで日曜日ご と の礼拝や復活祭など の祝祭

の実施は、 会外と は異なる 暦や、 違う 時の刻み方のなかで生き る こ と の、 鮮烈な表明と

なっ た （ 第二節） 。 そし て旧仙台藩陪臣によ っ て結成さ れた高清水顕栄教会において  

 



は、 「 互援社」 と い う 相互扶助組織が結成・ 運営さ れ、 経済的基盤の確立を 目指すな

ど 、 教会の組織と し ての充実を 図る 活動が熱心に行われていた様子を 取り 上げた。 旧陪

臣の信徒ら にと っ て正教の信仰と は、 町の碩学と 旧領主のお墨付き を 得た新たな学問の

場であ る 上に、 「 家中」 と いう 枠組みを 失っ た時に、 上から 与えら れた新たなコ ミ ュ ニ

テ ィ であ り 、 教会資産の確立は、 こ のコ ミ ュ ニテ ィ の保持を 目的と する も のであっ たこ

と を 指摘し た （ 第三節） 。  

第二章「 伝教区の形成と 機能」 では、 揺藍期の正教会にあっ て、 個々の教会では充足

さ せる こ と のでき ない活動を 補う ために、 近隣の教会同士が経済的・ 人的な面で連携・

補完し 合う 「 伝教区」 と いう シ ス テム が作り 出さ れたが、 それを 最も 早く に、 有効に機

能さ せた伝教区顕栄会に着目し 、 その形成の意義と 機能について明ら かにし た 。 顕栄会

の中核であ っ た佐沼顕栄教会は、 他の多く の教会が士族層を 中心に構成さ れたのと は異

な り 、 初期信徒の多く が商人であ っ た こ と から 、 司祭の生活費を 支える 経済力を 有し 、

司祭を 常駐さ せたほか、 「 地方会議」 を 開催し 、 顕栄会における 事情や解決策を 発信す

る こ と で、 正教会全体が共有でき る 有益な情報にし よ う と の意図があっ た （ 第一節） 。

ま た 、 顕栄会周辺では、 教会資本の確立や、 教会組織と 連動し た商業・ 貿易の提案が活

発にな さ れた 。 士族ハリ ス テアニン ら の熱烈な伝教活動が、 商業を 志向する 信徒ら に届

いた と き 、 その伝教活動を 支え る 経済的基盤の構築と 、 それを 可能にする 産業の活性

化、 その活性化を も た ら す地域の文明化の必要性と いう 形で受容さ れたこ と が指摘でき

る （ 第二節） 。  

第三章「 伝教の主体と 受容者」 では、 伝教者と 受容者双方の関係に着目し た 。 故郷に

おいて開始さ れた士族ハリ ス テアニン の伝教によ り 、 血縁者で構成さ れた教会が成立す

る が、 そのよ う な教会は、 血縁者以外の人々を 取り 込むのが難し く 、 宿駅の中心地に血

縁と は関係な く 成立し た 教会に 、 次第に吸収さ れて い く 状況を 明ら かにし た （ 第一

節） 。 その後、 士族ハリ ス テアニン ら の伝教活動は、 全国に拡大し ていく が、 多様な風

土や生活、 産業など に触れ、 学問と し ての正教と いう 形だけではな く 、 さ ま ざ ま な人々

の暮ら し のなかに定着する 正教の必要性に気づいていっ たこ と 、 そし て時にはプロ テス

タ ン ト 諸派と 競合する なかで、 正教を 客観視し 、 その特質を 改めて認識する 機会を 得た

こ と を 確認し た （ 第二節） 。 さ ら に、 北海道における 教導職によ る 布教活動や説教の内

容の検討を 通じ て 、 明治初期における 「 教え 」 の意義を 考え 、 さ ら には教導職にと っ て

東方正教の存在が脅威に映っ ていたこ と を 明ら かにし た （ 第三節） 。  

第四章は「 士族ハリ ス テアニンの背景」 であ る 。 藩政期、 彼ら の多く は地方知行制の

も と 、 村に給地を持ち、 場合によ っ ては村で生活を し ていた層であっ た。 彼ら は支配者

と し ての立場、 そし て知識人と し て村落に知的営為を も たら す役割を強く 意識し ていた

が、 その給地において展開する 日常と 、 そこ における 知的世界への親昵性が、 東方正教

受容の素地と な り 、 さ ら にはそこ で涵養さ れ、 彼ら の血肉と なっ た知的営為のパタ ーン

が、 ハリ ス ト ス 正教会の展開のなかで、 伝教の方法やその内容を強く 規定し たこ と を 指

摘し た （ 第一節） 。 旧八戸藩領周辺地域における 士族ら は、 自ら の身分や立場の動揺を

危機と と ら え 、 その「 土芥」 に等し く なっ た士族と し ての名誉を 、 さ ま ざま な形で回復

し よ う と 試みた。 それは単に自分自身の矜持のためだけではなく 、 自分たちが指導層と  



し て復活する こ と こ そが、 維新以降に出遅れた地域社会の発展を 、 少し でも 挽回する 手

立てであ る と いう 意識によ る も のであ り 、 ハリ ス ト ス 正教会の受容は、 それを 打破する

ための一つの選択肢と し て 、 受け止めら れていたこ と を 指摘し た （ 第二節） 。  

以上の内容によ っ て示し て き た 「 地域」 と は、 ①東方正教が早い段階で受容さ れ、 ②

藩政期に地方知行制がし かれていた 、 と いう 二つの点で特徴づけら れる 空間であ る 。 ①

について詳述する と 、 それは東方正教最初期の信徒の大部分を 占めた旧仙台藩士族が、

藩政期以来の人的ネッ ト ワ ーク や、 同じ 知的世界を 持つ人々への語り によ っ て 、 伝教を

行い得た空間であ り 、 その士族ハリ ス テアニン ら と 自意識や危機意識を共有し た 、 維新

時の敗北藩の士族ら が暮ら す空間と し て位置づけら れる 。 加えて 、 東方正教が早い段階

で受容さ れたのは、 北方地域社会に接する こ れら の地域社会において 、 ロ シアへの関心

が藩政期よ り 高ま っ ていたこ と 、 ま た 、 19 世紀半ばの函館開港の影響を直接的に受けて

いたから にほかな ら ない。 こ の地域社会において 、 新たな知識や情報の流入窓口は、 他

の開港地や都市よ り も 、 函館に向けら れていたと いえる 。 ②については、 地方知行制下

の給人層が、 城下を 離れた藩内の村々に与えら れた給地において 、 支配層と し て貢租を

徴収する だけではな く 、 知識の集積主体と し ての役割を 果たし てき た空間であ り 、 給人

個々人の問題に限ら ず、 城下と 村の関係、 村内における 人間関係、 給人同士の行き 来と

いっ た こ と が、 地方知行と いう 支配の在り 方に規定さ れてき た空間であっ たと いう こ と

ができ る 。  

幕末から 明治にかけての政治の大転換は、 こ の地域社会においても 、 士族ハリ ス テア

ニン たちにと っ て も 、 時代変容を 感じ ずにはいら れない衝撃であっ たこ と は疑いよ う も

ない。 それに加えて 、 維新の敗北藩と なっ たこ と が、 屈辱の念と 将来への閉塞感を 彼ら

にも た ら し た 。 そのなかで、 こ れら の事態が個々人の問題と し て強く 認識さ れたのは、

地方知行給人と し ての、 地域社会における 支配層、 そし てそれに付随し た知識層と し て

の立場が根底から 覆さ れる と いう 事実に直面し たこ と にあ っ た 。 それは、 単に立場の問

題だけではな く 、 暮ら し の基盤が崩れる と いう こ と を 意味し た 。 その事実に直面し て 、

それら を 挽回する 手立て と し て 、 新し い知識や情報を 求めよ う と する こ と は、 時代の不

可抗力的な力によ っ て 、 「 周辺」 に規定さ れよ う と し ている 人々が、 「 周辺」 から の脱

却を 目指し て取ろ う と する 行動の、 普遍的な姿と し て位置付けら れる 。 こ の地域社会の

特質のなかでは、 村における 自己の基盤が失われたこ と に対し て 、 時代の変容を 読み取

ら ざる を 得なかっ た士族たちに、 その姿を見出すこ と ができ る 。  

本研究で取り 上げた 「 地域」 においては、 地域社会の展開を主体的に考える 人々が、

その精神的な拠り ど こ ろ と し て東方正教を受容し 、 それにと も な う 内的な価値の変容

を 、 地域社会の場で実践し よ う と し た 。 地域社会の問題を共有する 以上、 信仰の有無と

は無関係に、 会外の人々と も 協調する こ と ができ 、 そのこ と が、 地域社会の代表者と し

て 、 ハリ ス テアニン ら が発言や主張する こ と も 可能にし たのである 。 地域社会のなかに

個々人の問題を還元さ せ、 「 個」 に帰結し ない精神の在り よ う によ っ て 、 その解決を図

ろ う と する 、 いわば「 ゆる やかな近代化」 を 目指す地域社会、 その実現こ そ、 ハリ ス テ

アニン ら が歩も う と し た 「 近代」 であっ たのではないかと いう こ と を 、 本研究を通し て

展望する こ と ができ る 。  

備考 要旨は， 4,000 字以内と する 。  


